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　今日は陶芸教室、講師として紅林すゞ子さんをお招きしました。秋の一日、陶芸の作品作りに

白と黒の粘土（各３５０g）を４等分 ８段の段々に重ねて

よくこねて３等分し、いよいよ創作開始 「足」「口」「つばさ」「目」を創作

挑戦します。作品名は『ふくろう型の香炉』、お香をたてるといい香りが漂ってきました。



どべい（接着剤）で「足」「口」「目」接着 ストローで空気口をつくり完成

作 品 の 紹 介

【感想発表】「粘土に触れて作っているとどんどん楽しくなってきた」「自分の考えどおりにつく

ることができてうれしかった」など、夢中になって創作している様子が伝わってくる内容でした。


